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重点研究

道内の公共施設や民間事業者において本技術が活用され、木質バイオマスの普及が図られる。

木質バイオマスの普及促進のため、安価で高品質な乾燥木チップと効率的な熱利用技術の
開発が求められている。

１ ２木チップの乾燥技術の開発
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温水暖房システムの搬送動力削減技術の開発

‣低コストで高品質な木チップを製造する技術を開発

開発した技術を道立北の森づくり専門学院に実装
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‣熱を効率的に利用することで温水流量を縮減（ポンプの小型化）

‣開発した流量制御技術によってポンプの運転を最適化
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問い合わせ：北方建築総合研究所 電話：0166-66-4211（代表）
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